
平成22年３月橋本市議会定例会会議録（第４号）その２ 

平成22年２月18日（木） 

                                          

   

（午前９時30分 開議） 

○議長（中西峰雄君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は23人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（中西峰雄君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

○議長（中西峰雄君）この際、報告いたしま

す。 

 今回提出されました請願は、お手元に配付

の請願文書表のとおり２件であります。これ

を会議規則第134条の規定により、請願第16

号 細菌性髄膜炎予防のためのヒブワクチン

接種助成を求める請願について、及び、請願

第17号 橋本小学校の校舎を現敷地内に速や

かに改築することを求める請願については、

文教厚生委員会に付託いたします。 

 以上で、報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中西峰雄君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において12番 辻本君、

17番 山田君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 承認第１号 専決処分事項の承

認について（平成21年度橋本市

一般会計補正予算（第９号）に

ついて） 

○議長（中西峰雄君）日程第２ 承認第１号

専決処分事項の承認について（平成21年度橋

本市一般会計補正予算（第９号）について）

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります承認第１号については、会議規則第37

条第３項の規定により、委員会の付託を省略

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより承認第１号 専決処分事項の承認

について（平成21年度橋本市一般会計補正予

算（第９号）について） を採決いたします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は承認することに決しました。 

                     

 日程第３ 議案第18号 橋本市職員の給与

に関する条例及び橋本市職員の

勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例について 

○議長（中西峰雄君）日程第３ 議案第18号
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橋本市職員の給与に関する条例及び橋本市職

員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

 これより質疑を行います。 ○13番（瀧 洋一君）今回、ご提案いただい

ているのが公平委員を対象にしておるような

んですけれども、事業評価の結果を受けとい

うことですが、今回これを年額から日額に改

めることによってどの程度の削減が見込める

のか。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第18号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 また、今回はこれ公平委員を改正としてお

りますが、今後もこのような日額への変更等

を考えられているのか。  これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  それと済みません、ちょっと戻りまして、

日額に変更することで業務上与える影響等は

ないのか、そんな点についてお尋ねします。 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 ○議長（中西峰雄君）企画部長。 

 これより討論に入ります。 ○企画部長（吉田長司君）これによる額でご

ざいますけれども、過去、合併してから新し

い公平委員、それからこの条例が３月１日付

けで改正になったわけでございますけども、

それ以降、公平委員会は開かれてございませ

ん。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第18号 橋本市職員の給与に

関する条例及び橋本市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例につい

て を採決いたします。 

 ということで、実質的には公平委員の研修

はあるわけでございますけれども、委員会と

いうことで開いたのは委員長の指名と研修と

いうことでございます。ということで、それ

をこの日額と年額を比べましたら、現在委員

長８万7,000円、委員６万7,000円払っていま

すけども、それを日額にしましたら年に２回

程度ということで、発生するのは一人当たり

7,000円、研修は１日になりましたので7,000

円と１万円ちょっとですか、一人当たり、そ

ういうような形になってございます。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第４ 議案第19号 橋本市報酬及び費

用弁償等支給条例の一部を改正

する条例について 

 ということで、かなりの削減になるという

ことでございます。 

○議長（中西峰雄君）日程第４ 議案第19号

橋本市報酬及び費用弁償等支給条例の一部を

改正する条例について を議題といたします。 

 それと、なぜそういうことで公平委員会を

しましたかといいましたら、公平委員会につ

きましては定期的な開催はございません。案
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件が出てきたときに開催するということにな

ってございますので、定期的に開催されるほ

かの行政委員会と違いますので、今回公平委

員会ということで考えさせていただきました。

ほかの委員につきましては、まだどうしてい

くという考えがございませんで、月額、年額

で残っているという教育委員会や農業委員会

がございます。現在のところ、変える予定は

ございません。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）瀧君、質問するんです

か、しないんですか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）そうしましたら、そも

そも公平委員会ですね、これほとんど開かれ

ていないということですが、これは案件がな

ければ開かないと。これ今までからずっとそ

うなんですか。何か、もちろん案件があった

ときにというのはわかるんですけれども、そ

のときだけで大丈夫なのか、常にそういった

研修という言葉も出ましたけども、それはど

の程度行われているのか、合併以降全然ない

というお話もあったんですけども、それはし

ていくべきではないかと思うんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）公平委員会は、案

件がなければ開きません。 

 それと、研修でございますけども、委員に

つきましては最低年１回、実績から言いまし

たら年１回でございますけども、研修に行っ

ていただいて行っています。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）私もこれ、ちょっと疑

問に思う点がありまして、ほとんど開催され

ない委員会だということなんですけれども、

ちょっと横へ行きますが、その予算書の中で、

昨年度と同額のたしか22万円ですか、計上さ

れているんですが、その辺の整合性というか、

何か突然に公平委員会が開かれる、どういっ

たケースが考えられるのか、その点伺います。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）一点、どういうと

きに開かれるかという問題でございますけど

も、特に労働条件等、労働の条件関係での公

平委員会に提訴がございましたら開かれるよ

うになってございます。 

 それと、予算の関係でございますけども、

これは市部局だけで決めることができません

ので、予算の作成時にはまだちょっと確定し

てございませんでした。ということで、公平

委員会の委員にも連絡した中でのことでござ

いまして、公平委員会の中でも、そっちでも

了解いただいたということで、今回もそうい

うことで変えさせていただきまして、22年度

予算につきましてはそれに基づいて執行して

いきたいなというふうに考えてございます。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）いや、議会で条例が通

らなかったらとおっしゃる、わかりやすい話

なんですけど、その実態としてほとんど委員

会が開かれないということの中で、果たして

22万円という額が必要なのか。突然に公平委

員会開かれる事情があった、事態が起きたと。

そういう場合は補正予算で組むとかできるん

ではないでしょうか。行革ということで、盛

んに、僕に言わせれば必要な予算もかなり削

減しているのがあるんですよ、見ていたら。

なぜこの公平委員会の報酬については適当な

金額が出てくるのか、その点をお尋ねしたい

んです。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）現在の予算につき

ましては、日当にかえまして何日開催される

かということがわかりませんので、従来の年
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額相当分を計上しているということでござい

まして、これは変える予定やからゼロにする

ということもできませんので、ちょっと悪か

ったら指摘いただけましたら。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）今、説明聞いていて

だいたいわかるんですけども、これは橋本市

の報酬及び費用弁償等の支給の条例を一部改

正するということで、本委員会に対しての改

正ということですけども、説明の中には開催

頻度によってそういうふうに変えていったと

いうお話で、確かに理解できるんですけど、

ほかの委員会のそういう場合の適用について

は、今後考えていかへんというお話なんやけ

ども、そこら辺きっちりしておいていただか

んと、この一部を改正することが一つの前例

となって、どんどん変わっていくんじゃない

かなというそういう心配もありますけど、た

だ、財政難云々で確かに橋本市のあれを考え

ていかないけませんけど、ここら辺の部分に

ついてはやっぱり委員の人の、そのために出

席していただいているんで、理解をやっぱり

得る必要があると思います。そこら辺どうで

すか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）現在まで行政委員

会、数あるわけでございますけども、行政委

員会の中でこういうような日当に変えさせて

いただいたのが固定資産評価委員、それから

今回の公平委員ということでございます。と

いうことは、これにつきましては定期的に開

催するということがございませんので、年額

で積算するのにちょっと差異があると。 

 ほんで、開催が多ければやはり年額より超

える可能性もあるかもわかりません。そうい

うことも含めまして、積算根拠としてやっぱ

り１日当たりにするのが妥当でないかという

ことでさせていただきました。これにつきま

しても行政委員会でございますので、行政だ

けで、市長部局だけで決めることができませ

んので、行政委員会に諮った中で決めさせて

いただいているような状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）もう少しちょっと聞

かせていただきたいと思います。 

 そのように、定期的に開催の部分について

は確かに理解できます。ただ、開催があまり

わからないという、招集によって開催される

ということなんで、そこら辺の使い分けとい

うのか、どのように考えていくんかなという、

このことによってどういうふうに変わるんか

なというようなことがちょっと僕、理解でき

ていないんで説明しておいてくれますか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）わかっているとい

いましたら教育委員会、これにつきましては

月１回は最低定期的に開催してございます。

それと、農業委員会もそういうような形で開

催してございます。そういうところにつきま

しては年額で置いてございます。 

 今言いましたように、年額のほうが積算が、

基本的には年額でしていたわけでございます

けれども、年額がなじまない委員会の開催、

開催で比例さすのがすべてじゃないわけでご

ざいますけれども、それのほうが積算として

妥当であろうということで考えさせていただ

いたのが、改正させていただいたということ

でございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）日額7,000円ということ

なんですけども、問題を扱う重要性に鑑みて、

きちっと問題が出てきたときに適切に、迅速

に対応できるような、そういう研修というの

を先ほどおっしゃられましたけども、充実し
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て、それで問題を早く適切に解決できるよう

な体制を常にとっておくことが僕は必要だと

思うんです。 

 それで、日額7,000円というのは、そういう

人の仕事として適切でしょうか。僕はもうち

ょっと高くてもいいと思うんですけども、い

かがでしょう。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）必要なお金につき

ましては、これ以外に和歌山市へ行く場合は

交通費も出させてもらっています。というこ

とで、これはあくまでも日当という考え方で

とらまえてもらったらいいかと思います。 

 それと、ちょっと考えがある中で、こうさ

せていただいたからその中身が薄くなるとい

うことじゃなしに、そこのご理解は委員にい

ただきながら変えさせていただいたというこ

とだけさせていただきたいと思います。 

 それと、開催がなかってもやはり委員でご

ざいますので、そういう研修についてはどん

どん行っていただくような形のものを考えて

いきたいと考えております。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第19号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第19号 橋本市報酬及び費

用弁償等支給条例の一部を改正する条例につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第５ 議案第20号 橋本市手数料条例

の一部を改正する条例について 

○議長（中西峰雄君）日程第５ 議案第20号

橋本市手数料条例の一部を改正する条例につ

いて を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）これは、県から移譲

されるものということで理解しているんです

が、造成の宅地の面積の分類、約８分類にさ

れて、その手数料を明記しているんですけど

も、約３万坪ですよね、10haというと。これ

をこのまま県の同じ部分を市でもやっていこ

うというお話で、市独自とか、そういう考え

方はないんですか。そこら辺、ちょっと僕は

っきりわからへんので説明していただけます

か。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）市独自ということ

はございません。和歌山県の事務処理の特例

に関する条例の一部ということで、改正する

条例によってこの22年４月１日から権限委譲

を受ける案件の手数料でございます。 

 それで、一部というのは市でもともと手数

料条例の中に入っておる部分が、若干小さい

面積であった部分がもともとの市の分であり
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まして、それ以外につきましてはすべて県か

らの手数料ということで、そのままを引き継

いでやっております。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）済みません、もう一

つちょっと聞きたいんですけど、この造成の

宅地の場合に、きちっとした登記した時点の

面積で当然言われると思うんですけども、や

はり山とかいろんなところで造成した場合に

公図とその違いが出てきますよね。そういっ

た場合というのは、どういうふうに僕らは理

解したらいいんですか。当然、登記した時点

の、要するに平米が出てきますよね。その部

分でやるんですか、手数料というのは。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、登記の登記

簿謄本とか公図とかはつけていただくんです

けども、やはり測量をかけた中で、この面積

分を工事しますということははっきりしてき

ますので、それに対しての平米数ということ

で手数料はいただきます。 

 それに対して、後はすべてその面積分につ

きましてはきっちり登記が完了するというこ

とでございます。 

○議長（中西峰雄君）よろしいですか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）済みません、県から権

限委譲されて新たに手数料を徴収する事務が

生じてくるということで、たくさんあるんで

すけれども、基本的に徴収するだけなのか、

ずっと読んでいましたら、例えば砕石法、も

う最後のほう、15ページなんですけど、砕石

法の施行に関する事務で、まあ言うたら許可

の申請に対する審査１件につき５万2,000円

とかということで、この審査を市がするよう

になるのかどうかということを。 

 また、この手数料が入ってきたのが全部市

のものになるのかという、そういう具体的な

細かいところで今までと、この条例によって

４月１日からどういうふうに変わるのか、ご

説明をお願いします。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、これにつき

ましては、今まで市が経由進達だけをしてい

ただけでして、今回権限委譲になりましたら

市のほうで審査して許可をして、また検査を

して、すべて手数料については市のものにな

るということでございます。 

 採石場につきましては、ちょっと経済部の

ほうからお答えいたします。 

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）砕石法の関係でご

ざいますが、砕石法につきましてもこの県の

権限委譲ということで、４月１日から市の事

務というふうになってまいります。 

 現在、砕石法の関係で、該当するところに

つきましては須河で１箇所ございます。これ

につきましては、５年１回の更新もございま

すので、そういう手続きをしてまいらなけれ

ばならないというように思います。 

 それから、採石場への立ち入り検査と、そ

ういうことでございますが、県では今現在７

月と３月に２回実施しております。 

 そういうことで、市のほうに移管されまし

てもそういうことは実施しなければならない

というふうに考えております。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）この44法律の権限

委譲でございますけれども、基本的には上部

団体から事務がおりてございます。というこ

とで、県がやっていた事務を市がするという

ことで、許可とかそういうことも、審査も含

めてあります。 

 そういうことで、手数料につきましては県

の中での手数料をそのまま市の条例に手数料

を映したということ市が行って市に納めてい
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ただくという条例でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしますと、今まで

県がしていたことを市がするということで、

今までしていなかった審査を市がするように

なるということだと思うんです。 

 そして、それをするための職員の体制であ

るとか、研修であるとか、そういう面ではど

のようになるんでしょうか。 

 まあ言えば、市の仕事が増えるようになる

んではないかなと思うんですけども、その辺

はいかがでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）当然、事務がおり

てきますので仕事は増えます。 

 ということで、昨年来よりそういう話があ

りまして、県の各部署とうちの各部署との間

で、実務についてはいろいろ協議しながら手

法も考えて協議してございます。 

 ということで、先般の議会で事務費だけは

県からおりてきたわけでございますけども、

来年度また福祉関係の事務もおりてくるよう

な状況でございますので、仕事が増えていく

ということで、それに伴いまして人員体制も

張りつけているところでございます。 

 ということで、どれぐらいのというのがち

ょっと測り切れないところもあるわけでござ

いますけども、当面考えられる人員体制は張

りつけて、22年度を進めていこうという考え

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第20号については委員会の付託を

省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第20号 橋本市手数料条例

の一部を改正する条例について を採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第６ 議案第21号 橋本市消防手数料

条例について 

○議長（中西峰雄君）日程第６ 議案第21号

橋本市消防手数料条例について を議題とい

たします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第21号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決
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しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第21号 橋本市消防手数料条

例について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第７ 議案第22号 橋本市火災予防条

例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（中西峰雄君）日程第７ 議案第22号

橋本市火災予防条例の一部を改正する条例に

ついて を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第22号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第22号 橋本市火災予防条例

の一部を改正する条例について を採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第８ 議案第23号 橋本市財産の交換、

譲与、無償貸付等に関する条例

の一部を改正する条例について 

○議長（中西峰雄君）日程第８ 議案第23号

橋本市財産の交換、譲与、無償貸付等に関す

る条例の一部を改正する条例について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）この改正が、地方自治

法の改正によるものだということで、その趣

旨については理解をします。 

 一点お尋ねしたいのが、この条例を改正す

ることで本市においてどのような影響、また

この条例の適用を受けるような物件がどの程

度あるのかについてお尋ねします。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）この条例改正につ

きましては、議員ご指摘のとおり、平成18年

６月の地方自治法の改正によるものでござい

ます。そういうことで、本市におきましての

影響ということでございますけれども、市町

村合併を行いましたので、今後公共施設の中

で町、市でありました公共施設が統廃合する

ことによりまして一つにできる部分があれば

公共施設で、一部空きスペースといいますか、
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そういう施設が発生してまいりますので、そ

ういうところでは統廃合なり公共的な団体に

使っていただくということにつきましては、

より有効利用ができるのではないかというこ

とを考えておりますので、プラス部分での影

響が発生してくると、今後も発生してくるで

あろうというふうに考えてございます。 

 それから、具体的な物件といたしましては、

今回はとりあえず高野口庁舎がございました。

その時点では東別館ということになっており

ました。それを今、橋本市の文書、公文書の

保存、文書保管庫にしております。その部分

が一部整理をしますと１階部分で空きスペー

スが出てまいりましたので、今現在は社会福

祉協議会のほうで利用していただいておるん

ですが、今回、公共的団体であります商工会

のほうからも利用させていただきたいという

ことで、より利便性のある場所へということ

で申し出がございましたので、この条例を可

決していただきましたあかつきには商工会に

も使っていただきたいということで考えてお

ります。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）ありがとうございます。

だいたいわかりました。 

 ちょっと一点だけ確認なんですが、これは

相手方が公的な団体ということに限られるん

ですか。これ純然たる民間の団体なり会社、

または個人等への貸し付けとか交換、譲与、

こういったものも対象というか、なってくる

のかどうか、その点だけ教えてください。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）行政財産でもそう

なんですが、普通財産でもそうなんですが、

やはり公共団体、それから公共的団体という

ことで、公用もしくは公共用の公益事業の用

に供する団体ということで考えておりますの

で、個人は考えてございませんので、よろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）ちょっと関連してお

聞きしておきます。 

 この場合、行政財産の無償または時価より

も低い価格ということなんで、そこら辺の基

準というのはどういうふうに理解したらいい

のかだけ、ちょっと説明願えますか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）この地方自治法の

改正自身がそういうご指摘の部分がございま

して、この条例を可決していただきますと、

ここにも書いてございますが、無償または時

価よりも低い価格で貸し付ける場合について

準用するということで、一つの今までのそう

いう事例といいますか減免規定では、やっぱ

り何割というのはそのとき、そのときの状況

なり、財産価格なりを審議しまして、そして

当然土地であれば土地鑑定評価、建物であれ

ば建物の償却資産等々を考慮した中で判断を

させていただきたいというふうに考えてござ

います。ですから、一概に何割ということま

では決めてはございません。あくまでもその

ときの経済情勢なり、土地の評価等々で判断

させていただきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）それはわかりますけ

ど、ただその都度、その都度案件が出てきた

場合の分についての、そういう無償にするん

か、低い価格で貸し付けするのかという、そ

ういう僕は規定があってもしかるべきかなと

思うんですけども、今ご説明の中ではどうい

うあれか、ちょっと僕理解ができないんで、

再度ちょっとお尋ねしているんです。 

 というのは、今言うように実勢価格云々の

お話がありましたけど、ある程度実勢価格で

も範囲がありますよね。だから、そこら辺が
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ちょっと僕ら、どういうふうに理解したらえ

えんか。無償になる可能性もあるわけでしょ

う、これでこういう条例が改正されると。何

も財政とかいろいろあって、多少お金はいた

だかないといかんと言うんやけど、ここから

ここまでは無償、ここからここまではという、

そういう、どういうふうに僕らは理解したら

いいんですか。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）ちょっときっちりと

した解説の部分を持っていないんですけれど

も、考え方といたしましては、先ほど申し上

げましたように、ご利用いただけるのが他の

地方公共団体、その他公共団体、または公共

的団体において公用もしくは公共用、または

公益事業の用に供するときというのがあるん

です。その公益事業といいましても、例えば

社会福祉協議会のように100％公益事業、ある

いは一部事務組合のように公共団体、そうい

った部分につきましてはいわゆる無償の貸し

付けというのが可能なんですけれども、商工

会のように地域振興に寄与していただいてい

る団体ではありますが、すべて公益事業をさ

れているかといいましたら、そうではない団

体につきましては、逐条の中での考え方とい

たしましては、その２分の１を超えない範囲

内でいわゆる減免できるというような考え方

も示されておりますので、そういった形の中

で市としては考えていきたいなというふうに

思っております。 

○議長（中西峰雄君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）これ、条例の改正とい

うことで相手方もわかっているということで

出してきた分やと。本当にまだ相手がわから

んと、先ほど総務部長がご説明があったとお

り、空きスペースを利用して活性化を図った

りいろんなことをするためにこの条例を改正

をしておくんであるというんでは、私は若干

これ、あまり議論もなしに、先ほど副市長が

おっしゃったようなことの中で物事は遂行し

ていけると思うんですけれども、相手がおる

からこの条例をつくってきたという感じの中

で、じゃ、ほんなら空きスペースを利用して、

私、まちづくりの中でも考えるんですけども、

じゃ、ほんなら今の商工会の会館、近くにあ

りますね。そこはじゃ、空き家ができるんで

しょう。なぜそこまでしてわざわざ空きスペ

ースを利用するんか、わざわざ空きをつくっ

て商工会に貸してするという、そこまでの中

身がまだわからないんですよ。相手があるん

であれば、ある程度どれだけの平米数とどれ

だけのものがあって、じゃ、中身はどうする

んかということも本当はこれ、相手がわから

んのやったら、言うとおりでいいんですけど

も、わかっているんであればある程度その資

料もつけた中で、私は説明していただきたい

と思います。 

 だから、本当に何の既存の空きスペースを

利用していただく、だれかが本当に利用して、

皆さんが橋本市の地域活性化のためにやって

いただくという部分の中で置いておくんだと

いうふうな条例改正であれば、私は問題ござ

いませんけども、相手までおって、ほんで相

手がおるから、じゃ、ほんなら条例改正して

使わすんやというふうな部分で、何かその辺

の議論がされんままにこれをやってしまうと、

すぐそういう団体が入ってくる。入ってくる

のは僕は悪いとは言いませんけども、何がど

うする見えないままで団体だけ見えてくると

いうのは、ちょっといかがなものかなと思う

んですけども、その辺についての進め方につ

いて、この出し方について、ちょっとご説明、

もう少し願えますか。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）議員もご存じのよう

に、現在東別館の１階には社会福祉協議会の
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高野口支所ということでご利用をいただいて

おります。一部、書庫としても利用いたして

おりますけれども、そういった状況の中で社

会福祉協議会におきましては、当初両協議会

同士の協議の中で、保健福祉センターの建設

までは支所をそれぞれ置きましょうというこ

との約束の中で、あそこに窓口を置くという

ことが位置づけられております。 

 したがいまして、その商工会から強い１階

をというご要望があった時点で、市としては

社会福祉協議会との協議の中で、双方話し合

いによってご了解いただかないことには、な

かなかそれを進めていくということができま

せんので、そこのところの協議の中で今回整

ったということがあります。 

 実際に、その商工会としてもカッパまつり

や、あるいは駅前の歩行者天国ですか、そう

いったこととか、桜祭とか、いろんなことで

地域の活性化のために寄与いただいています

し、いろんなもっと多くの方にご利用いただ

くという意味の中で、あそこの場所をという

ことで強いご希望があったということでござ

います。 

 以前からそういうご希望は、もう随分前か

らいただいておりましたけれども、いわゆる

社協とのいろんな話し合いの中でしていただ

いて、お互いに合意していただかないととい

うことで、やっとその合意に至りましたので、

ご利用いただけるような体制づくりというか、

最初から行政財産のそういう改正をすべての

部分について市として行っていかなければな

らないという、ちょっと意識がなかったとい

うこともあるんですけれども、今の時点での

改正の提案をさせていただいたところでござ

います。 

○議長（中西峰雄君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）要望等は私もよく知っ

ておりますので、その辺のことに関してとや

かく言うんじゃないですけども、行政側の立

場として、あそこをどう使うんであるかと。

書庫としてずっと使うんであるんか、社協が

おるからそこを立ちのいてもらうから使える

ようにしたんだとか、そういうふうなことを。

だから、保健福祉センターができなかったら、

あれはそのままになるんですか。そんな話じ

ゃないでしょう。 

 ですから、こういう条例を一つ一つ出して

くるにしても、もう少し計画性を持って、本

当にあの建物を合併したときにどういう形で

使っていくんであって、そういうものも考え

ながら、書庫として使うって決めたんでしょ

う。じゃ、その書庫はどこへ持っていくんで

すか。そうしたら、こんかい貸すだけですと

か、そういうことすら私らわからんと、これ

を可決しろと言われても、また書庫を持って

いく場所を探さないとあかん。先ほど総務部

長が空きスペースと言うたけども、ほんまに

これからいろんな膨大な資料とか云々を、じ

ゃ、どこへなおすんですか。どのぐらい使う

んですか。あれ２階ありますね、そこまで全

部使うんですか。ほんならまた、その書庫へ

入れるために、またどこか空きスペースを探

さないとあかん。計画性のない、こういうふ

うな借り手がおるから、貸してくれ言われた

から、ここの時点に来てこの条例を出してく

るなんて、私はちょっと、もう少し計画性を

持っていろんなことを進めていっていただき

たい。 

 その辺のところ、今言うていましたけども、

社協とのかかわり、かかわりて。社協がもし

こっちへ来たいと言うたら、いろんなところ

の空きスペース、考えてあげてもいいじゃな

いですか。そうでしょう。社協は高野口に必

要やということで、あそこへ残したのと違い

ますか。だから建物が、箱ができたら移して

もらえるんやって、そういうことでしたのか。
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私は、あの社協をあそこへ残すときは、そう

いう話やなかったと思いますよ。まだまだも

う少し社協というものが必要やから、高野口

にも置いてほしいという。入る場所ができた

から、市民の皆さんの感情を無視してでも持

っていくんやという話やったら、これちょっ

とおかしなってくるんで。 

 その辺のもう少し、計画性を、もう少し詳

しく。じゃ、ほんなら商工会はどれぐらい貸

して、もし書庫がある分に関しては、そのス

ペースはあそこのままで、これから書庫が何

ぼ増えても橋本市で置ける資料の保管はでき

るスペースを確保しながら、残りを商工会に

貸すんかとか、その辺のことまで話ができて

いるんかどうかというのを、ちょっと少し。

できていたらできていたで結構です。できて

いますでも結構ですし、書庫を含めても。そ

の辺のところをもう少し詳しく説明をお願い

します。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）まず、書庫について

でございますが、今現在２階の部分にいっぱ

い書庫として入っておりますので、１階の部

分の２部屋の書庫を３階に広く、ちょっと分

散するような形で持っていって、１階の部分

をすべて市民というか、社協とそれから商工

会にご利用いただけるようにと考えておりま

す。 

 当初、商工会のほうでは、あの建物すべて

を利用したいというようなご希望をいただい

たわけでございますが、あの建物をご利用い

ただこうと思えば３階まで、階段をもう一つ

つけなければいけないとか、いろんな問題が

生じてまいります。そうしたら、それをどこ

が工事するんかとか、いろんな問題もありま

して、今の現在の書庫のような使い方であれ

ば、現状のまま使えるということで、今のと

ころは２階、３階は当面市としては書庫とし

て使っていただきたいというふうに思ってお

ります。 

 それから、社協の問題でございますが、社

協が合併するときの中で本所の引っ張り会い

の社協の中で議論がございました。そのよう

な中で、将来的に社協が一つのところへ集ま

っていかなければならないということの目標

値といたしまして、保健福祉センターが建っ

たときに一緒になりましょうということで、

これは市が決めたものではなくて、社協の双

方の協議の中で合併時に協議されたことでご

ざいます。 

 ですから、今平林議員がおただしいただき

ました保健福祉センター、建てなければその

ままになるんかとかという部分につきまして

は、それは社協の中で今後どうするのかとい

うのは決めていかれるものでございますので、

市からどうこうと、ちょっと言えるものでは

ないということをご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（中西峰雄君）７番 中谷和史君。 

○７番（中谷和史君）今、平林議員が指摘し

たようなこともあるんですけれども、そもそ

も答弁自体が、最初の部長の答弁自体がちょ

っと個別に想定しているというような形の答

弁が出る自体がおかしい。この条例はあくま

で条例であって、条例としてこれを通してい

ただきたい。 

 その後、条例が通った後にまた別の委員会

なり議会で議員に対してこういう団体に貸し

たいがいかがかということがあるべきであっ

て、とりあえず条例の質疑に対する答弁とし

ては、先ほどの一連の答弁は不適切である。 

 したがいまして、一旦、できればちょっと

休憩を取っていただいて、答弁を取り消して、

再度この提案の時点に戻って議論をやり直し

ていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 
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○議長（中西峰雄君）中谷議員に申し上げま

す。 

 あと、個別の部分につきましては、今回清

水議員がおっしゃる部分もございますけれど

も、ここのところで条例を可決いただきまし

た中で、きちっとまた報告もさせていただき

たいなというふうに思います。 

 ただ今の質疑は、議事進行上のことでござ

いますので、議長といたしましては先ほどか

らの質疑、答弁を取り消す必要はないと判断

いたしておりますので、ご了解願います。 ○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 暫時休憩いたします。  11番 岩田君。 

（午前10時19分 休憩） ○11番（岩田弘彦君）条例ということで確認

をしておきたいんですが、この条例は行政目

的がなくなった財産について、今後その財産

を公的な団体と判断されるところが公益性、

公用性をもって使用するときには料金を安く

したり、無料で貸し付けたりすることができ

るということなんで、だれかが言うてきたさ

かいに、行政目的のやつをずらして貸すとい

う話じゃないでしょう。まずは橋本市にとっ

て、まあ言うたら今やったらこども園の話で

も、幼稚園や保育園の統廃合をした後、その

行政目的のところがなくなったときに、それ

がやっぱり有効利用されて、橋本市に寄与さ

れる団体の人がそういう目的で使おうという

ときには、別に無償で貸してあげてもええと

いう、そういうふうな総合的なもんであって、

ということではないのかなと思うんですが、

そうしておかないと、だれだれが貸してと言

うたさかいに行政目的をずらすって、そんな

あほな話、おれはおかしいと思うんで、まず

は行政目的をきっちりとして、それが必要で

なくなって空きスペースができたら、それに

ついてはこういう人たちにはそれなりの貸し

方をしましょうということなんで、要は言い

たいのは、これは条例ですので、それの運用

規程的なものを、後でもめないように、きち

んとしたものをつくってください。あるんで

しょう。だから基準的なものをきちんとつく

って、ちゃんとしれくれますか。それの答弁

をしてください。 

                     

（午前10時22分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 そのほかに質疑ありませんか。 

 ６番 清水君。 

○６番（清水信弘君）ちょっと逆行するかも

わからんのですけども、先ほどからの質問に

対する当局の答えは、ちょっとまどろっこし

くてわかりにくいんですけども、私が聞いて

おりますのは、商工会は、あそこは高野口町

の一丁目１番地であると。どうしてもあそこ

を活性化したいという強い要望がありまして、

彼らも数百万円かけてあそこを借りる用意を

しているはずであります。そういうことを理

解した上で当局がこういうことを提案してき

ているんだと思いますんで、そういうことを

どうして答弁願えないのか。そういうところ

をちょっとお願いできたらと思うんですけど

も。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）先ほど、中谷議員の

おっしゃられたことはごもっともだと思いま

す。ですから、私の答弁の中でも本来はもっ

と以前にこれを上げておくべきではあったん

だと思うんですけれども、それがちょっと十

分うちのほうも理解していなかったというこ

とで今回に至っておりますという、私もご答

弁をさせていただいていますので、その点は

ご理解をいただきたいと思います。 ○議長（中西峰雄君）副市長。 
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○副市長（清原雅代君）基準的なものはつく

って、きちんと運営はしてまいりたいと思い

ます。 

 ただ、一点ちょっと誤解のないようにもう

一度ご説明をさせていただきますけれども、

今回のこの条例というのは、いわゆる行政財

産の状態として、中であいている部分をご利

用いただくというもので、いわゆる普通財産

に変えてそれをご利用いただくというもので

はございませんので、その行政財産の中であ

いているスペースをご利用いただくというた

めの、それを今まではご利用いただくことが

できませんでした、今までの条例の中では。

それを使っていただけるようにするための改

正ということですので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（中西峰雄君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）ほんなら、もう一個だ

け確認しておきたいんだけど、行政財産に空

きスペースができたらでしょう。だれだれか

ら言われたからつくるんじゃないんでしょう。

それだけはっきりしておいてくださいよ。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）私の答弁で誤解を

招くような答弁があったら、おわびをさせて

いただきたいと思います。 

 これにつきましては、改正理由といたしま

しては平成18年の６月７日、法律第53号で地

方自治法の改正がございました。その中で行

政財産のうち、庁舎等の余剰部分を貸し付け

ることが可能となってまいりました。ですか

ら、本来でございますと平成18年６月段階で

地方自治法の改正に準じて本来の本市の条例

も改正を早急にしておくべきだったんですけ

れども、今回に至ったということでございま

して、先ほど、申しわけないんですが、ご質

問がありましたので、具体的な個別の案はあ

るのかということにつきまして、私はないと

いう答弁はできませんでしたので、ご質問に

お答えして商工会というお名前を出させてい

ただいただけでございますので、その点だけ、

大変議会を混乱させたことにつきましてはお

わびを申し上げますが、私の答弁の真意とし

ては以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）11番 岩田君、答弁も

れ指摘願います。 

○11番（岩田弘彦君）どこに貸すどうこうと

違って、さっきの話を聞いていると、貸して

ほしいという人がおるから空きスペースをつ

くったみたいに聞こえるんですよ。そこじゃ

ないんでしょう。空きスペースができたんで、

まずそうです。市民のために有効利用したん

だけど、あいたスペースができたんで、それ

についてはこの条例を適用して有効利用した

いという話やろう。それをはっきりしておい

て。言われたさかいに空きスペースをつくっ

たのと違うやろう。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）そのとおりでござ

います。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）何せ、じきにこの条例

改正のときに中身まで入っていこうとするん

ですけど、当局もやっぱり条例を改正すると

きに、私が言いたいのは、旧と新と、要する

に５条を付け加えるということでしょう。そ

のためにどうですかということを提案してい

るんだろうと思うんですけども、この５条に

ついては、５条を付け加えないといかんのか、

旧でもよかったのと違うんかと。何で５条を

付け加えないとならなくなったんやというこ

とを議論して、それで、そのわけさえわかれ

ばそれでいいわけで。 

 ほんで、ほかの問題については、この５条

を付け加えることによって、例えば向島の保
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育園の跡地とか、あるいは建物が障がい者に

貸してほしいよと言うておる県の公民館とか、

あるいは高野口の役場跡地の別館とか、いろ

いろ施設がたくさんありますね、橋本市もあ

いているところ。それを５条を付け加えない

と貸すのに難しいよと、そうやからこれを付

け加えるのかという、全体的な中での条例改

正という、その辺を５条を付け加えることに

よって市民の皆さんに十分あいているやつを

スペースとして使っていただいて、要するに

活性化につなげていくんやという、そういう

大きな意味の中での条例改正やということを

説明してもらったら、それでもうええわけな

んで、そのとおりかどうかというのをちょっ

と、どなたでもいいから答弁ください。５条

について。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）そのとおりでござ

います。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）その５条を付け加える

ことによって、そういうことでいいんですけ

ども、基準については、例えば何年まで貸し

てとか、それで何年以降はまた継続するとか、

ここはただでとか、家賃何ぼでとか、それは

年季というか、一生貸すというところもある

のかもしれんけど、10年とか、例えば15年で

また継続していく。あとはもう無償で払い下

げするとかいうのがあるんやろうと思うけど、

それはそこでこの条例ができ上がった時点で、

そこで新しくそういう基準をつくると。つく

るというのか、そういう中身として。という

ことで基準というのか、そういのをつくるの

は、そういうことで基準はつくってもらった

らいいと思うけど、何年とか５年とか10年と

か、そういうことをまたやるんでしょう。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）普通財産の貸し付

け等にうたわれておりますので、これに準じ

まして行政財産も対応していきたいというこ

とで考えております。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）この制度自体は賛成だ

し、妥当なことだとは思うんですけども、先

ほどのお話を伺っていたら、使用させること

についていろいろ釘を刺されているんで、そ

の運用の面について、その釘の刺し方がほん

まにええかという、ちょっと疑問があるんで

言わせていただきます。 

 例えば、行政目的がゼロになった。ゼロに

ならなくても、政治というのは生き物なんで、

そういう要請があったら、例えば行政目的が

10分の１とか、当初の目的から考えたら10分

の１、あるいは50分の１になったときに、も

っと大きな政治的な要請というか、社会的な

需要があれば、やっぱりそっちのほうを政策

的に判断してやるという、そういう運用も考

えなければいかんと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）当然、それはしてい

かなければならないと思いますし、その財産

が普通財産なのか行政財産なのかというのは、

その主たる目的からして市の判断にゆだねら

れておりますので、今後も適正に取り組んで

まいりたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第23号に

ついては委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  ちょっと、伏原団地だけが４階建ての、772

といったら新しい４階建ての団地かと思うん

ですけども、これについてもういっぺん合点

がいかんので、772になっているんですけど、

昭和38年。できたら今１軒残っていて解体を

した部分かなとは思うんですけど、それやっ

たらいいんですけども、一応確認だけしてお

きたいと思いまして。同じ772なんで、１軒ま

だ撤去されていなかった部分があったんです

けど、その10坪ほどの土地だと思うんですけ

ども、それが撤去したんで、要するに住宅か

ら外して普通財産というのか、そういう切り

かえをするというのか、そういうことですか。

もういっぺんちょっと説明していただきたい

と思います。 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で討論を終結いたします。 

 これより、議案第23号 橋本市財産の交換、

譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正

する条例について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 ○議長（中西峰雄君）建設部長。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、伏原にはこ

の伏原団地と伏原団地４階という名称の条例

上公営住宅がございます。この伏原団地につ

きましては、１戸だけが残っておりまして、

それを解体・除去いたしまして、一応そうい

う形の中で伏原団地という名称を外すという

ことの提案でございます。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時35分 休憩） 

                     

（午前10時46分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 ○議長（中西峰雄君）よろしいですか。 

                      ほかにありませんか。 

 日程第９ 議案第24号 橋本市営住宅設置

及び管理条例の一部を改正する

条例について 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

○議長（中西峰雄君）日程第９ 議案第24号

橋本市営住宅設置及び管理条例の一部を改正

する条例について を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第24号に

ついては委員会の付託を省略いたしたいと思

います。  これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。  これにご異議ありませんか。 

 23番 井上君。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○23番（井上勝彦君）伏原団地、これは付託

案件と違うのか。付託案件やったら質問でき

ひん。違いますね。ほんなら質問させていた

だきます。 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 
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 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で討論を終結いたします。 

 これより、議案第24号 橋本市営住宅設置

及び管理条例の一部を改正する条例について

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第10 議案第25号 橋本市移動通信用

鉄塔施設の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（中西峰雄君）日程第10 議案第25号

橋本市移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例について 

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）この条例改正ですね、

以前の宿のときと同様なのかなとは思うんで

すけれども、今回、この須河でこの設置をす

るに至った経緯、これまたｄｏｃｏｍｏさん

とかそういう事業者が決まっているのか、ま

た費用負担についてどうなのか、ご説明くだ

さい。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）いわゆる宿と同じ

でございますけれども、この予算につきまし

ては年明けに確定しました地域活性化公共投

資の事業の中で、市の負担分についてそれで

見ますよということで、今まで要望しました

のが採択されたということで行う事業でござ

います。 

 ということで、費用負担につきましては従

来の負担よりも、ほとんどないような状態で

す。ちょっと数字的につかんでございません。

見つけ出すことができませんけれども、そう

いうことで、あくまでも市の施設ということ

で位置づけられますので、宿と同じでという

ことで条例を提案させていただいております。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君、答弁もれ

指摘願います。 

○13番（瀧 洋一君）事業者が前回ｄｏｃｏ

ｍｏということなんですけれども、そこの経

緯とか、また公募をされてのことなのかどう

か、その点についてちょっと答弁もれており

ましたのでお願いします。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）鉄塔につきまして

はあくまでも市でございますけれども、そこ

へついてきます通信施設につきましてはｄｏ

ｃｏｍｏでございます。これは指定するわけ

じゃなしに、県のほうに申請してございまし

た中で手を挙げてくれる業者ということにな

ってこようかと思います。今回、ｄｏｃｏｍ

ｏでございます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）だいたい内容はわかっ

たんですが、先ほどの費用のほうはまた後で

結構ですんで、ご報告お願いします。 

 それと、ほかの地区でこのような今要望を

出されているのが何地区あって、これで携帯

の不感エリアというのが全市域、これ人口ベ

ースなのか面積ベースなのか、どちらでも結

構なんですが、どの程度解消されると見てお

られるのか。 

 また、今後目標というのはだいたいどのぐ

らいに置いておられるのかお尋ねします。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 
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○企画部長（吉田長司君）この須河で、地域

として住宅のあるところでございますけども、

ほぼ解消されたということになってございま

す。以前から、宿でしたときから３件、あと

谷奥深等があったわけでございますけども、

別の会社が独自で建ててございまして、この

須河で、ほぼといいますのは、宿で１軒です

か、ちょっと入らないところがあるというこ

とですけれども、地区としては全部解消した

ということになってございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第25号に

ついては委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で討論を終結いたします。 

 これより、議案第25号 橋本市移動通信用

鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 
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